










採択番号  No.2 
平成 27年度学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書 
ふりがな 
氏  名 
ふくだ ゆうや 








































そこで今回我々は、Pharm.D コース (大阪大学) として学部学生に求められる高い臨床能力
と臨床研究推進能力がどの程度なのかを調査研究することとし、以下の 3 点を具体的な目的と
した。 










そこで、まずは諸外国の薬学部の教育カリキュラムについて関連書籍 P1,2) Pやインターネット 
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る。Pharm.D 課程は専門大学院博士課程 (職能学位) として位置付けられており、専門職カリ
キュラム 4 学年分とプレファーマシーと呼ばれる予備学習 60-90 単位 (約 2 学年分) が必要で
ある。また、他の大学で学士を取得後に Pharm.D課程に編入する学生も多い。日本同様にアメ
リカでも薬科大学 (ファーマシースクール) の数が激増しており、アメリカ薬学教育審議会 
(American Council on Pharmacy Education, ACPE) によると 2010年時点で 120校存在する。
薬学教育カリキュラムは各大学によって大きな差があるものの、2007 年に ACPE が 25%は実
践的な臨床薬学を実施するとの基準を出し、履修科目の半数近くを実践的な臨床薬学としてい
る大学が多い。また最終年度にはほぼ 1年間かけて Advanced Pharmacy Practice Experience 
(APPE) と呼ばれる実務実習を行っている。 
一方、カナダでは4年間の薬学部修了後にBScPharmacy (Bachelor of Science Pharmacy) と
呼ばれる学士を取得するとともに薬剤師免許の受験資格を得る。カナダの Pharm.Dは薬剤師の
資格を既に取得した者が任意で受験できる大学院博士課程として位置づけられており、2 年間





























合わせた学術雑誌が読まれていた。上記 3誌の 2015年 1月-12月までに掲載された論文を調査
したところ、日本病院薬剤師会雑誌：総説 12報、論文 91報、医療薬学：総説 3報、ミニレビ
ュー1 報、一般論文 34報、ノート 64報、薬学雑誌：誌上シンポジウム 102 報、総説 49報、
一般論文 16報、ノート 21報、ケースレポート 2報、であった。 
日本病院薬剤師会雑誌は和文誌であり、診療録を利用した後方視的研究や症例報告が多くみ
られた。医療薬学は和文・英文混合誌であり、内容も後方視的研究や症例報告からウエットな
臨床研究・基礎研究まで多様であった。なお同学会からは英文誌である Journal of 











ゲノム薬理学：口頭発表 15演題、ポスター発表 5演題、有害事象/副作用対策：口頭発表 55演
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今回我々は、Pharm.D コース (大阪大学) として学部学生に求められる高い臨床能力と臨床





において、専門職カリキュラム 4 年間 (うち 1 年間は臨床実習) であった。我々の所属する











1) 薬剤師業務活性化のためのヒント~日米英豪での実体験から~. 中川直人, 岩澤真紀子編. 
2011年 7月, Pharm.Dクラブ (Japanese Pharmacists Society of Pharm.D). 
2) アメリカで Pharm.Dをめざそう. 岩澤真紀子. 2005年 11月,デジタル書房. 
3) Pharm.Dクラブ (http://pharmd-club.cocolog-nifty.com/). 
4) Pharm.D留学実況中継 (http://pharmd.cocolog-nifty.com/pharmd/). 
 
 
